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藩政時代から続く「扇
おうぎばら

祓い」

今年は海側に倒れ、豊漁になる
と漁師は喜んでいました

広 報 の と
2006.2 № 12

0303
「石川県鳳至郡誌」によると、この地方で藩政時代に殿様から左義長を

行うことを許されていたのは宇出津と波並の２カ所であると記述さ
れています。昭和初期から社会情勢の変化に伴い中止されていましたが、
昭和 56 年に波並左義長保存会を結成し、翌年の 1月 15 日に 50 年ぶりに復
活させました。波並の左義長は「扇祓い」といって白扇 3枚を円形に組み
合わせたものを竹竿の先につけ、子どもたちが各家々を訪れ「扇めでたい
　末繁盛　家も蔵も建つように　善銭グワッサーリ」と口上を述べてお祓
いをします。その後に港で左義長竹を正月飾りや書き初めなどと一緒に燃
やします。竹が海側に倒れれば豊漁、山側に倒れれば豊作と占います。
　波並地区の誇りである左義長。これからも伝えていってほしいものです。



↙
く
さ
ん
使
っ
て
天
に
向
か
う
よ

う
な
力
強
さ
が
あ
り
ま
す
。
女
性

的
な
外
観
の
浴
場
は
「
い
ら
か
の

湯
」
と
し
て
、
岩
と
瓦
を
使
い
、

曲
線
を
い
か
し
た
女
性
ら
し
さ
を

表
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
湯
に

も
広
い
露
天
風
呂
が
設
置
さ
れ
て

い
て
、
自
然
を
眺
め
な
が
ら
ゆ
っ

た
り
と
温
泉
に
入
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ほ
か
に
も
、
洞
窟
風
呂
、

サ
ウ
ナ
、
超
音
波
風
呂
な
ど
魅
力

的
で
ユ
ニ
ー
ク
な
浴
槽
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
２
つ
の

浴
場
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

「
あ
す
な
ろ
の
湯
」
と
「
い
ら
か

の
湯
」
は
毎
週
日
曜
日
に
男
湯
と

女
湯
を
入
れ
替
え
て
い
ま
す
。

　

源
泉
は
、
地
下
約
１
０
０
０
ｍ

か
ら
わ
き
出
て
い
る
ア
ル
カ
リ
性

高
張
性
高
塩
泉
で
、
神
経
痛
、
筋

肉
痛
、
関
節
炎
、
慢
性
消
化
器
病
、

冷
え
性
、
慢
性
婦
人
病
な
ど
に
効

能
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
温
泉
の
成
分
が
非
常
に

濃
い
た
め
、
内
風
呂
で
は
お
湯
を

足
し
て
い
ま
す
が
、
露
天
風
呂
で

は
、
源
泉
か
け
流
し
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

営
業
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午

後
10
時
ま
で
で
、
月
曜
日
が
休
館

日
で
す
が
祝
日
な
ど
は
営
業
し

て
い
ま
す
。
詳
し
い
お
問
い
合

わ
せ
は
縄
文
真
脇
温
泉
【
☎
62
ー

４
５
６
７
】ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
本
海
を
眺
め
な
が
ら
縄
文
浪ロ
マ
ン漫
に
包
ま
れ
る

SPA①縄文真脇温泉（真脇）
SPA②柳田温泉（国民宿舎能登やなぎだ荘）
SPA③能登七見健康福祉の郷「なごみ」
SPA④黒川温泉（老人福祉センター山せみ荘）

わ
た
し
と
縄
文
真
脇
温
泉
（
鈴
木
信
雄
さ
ん
・
小
木
）

　

わ
た
し
は
、
富
山
か
ら
小
木
に
単
身
赴
任
し
て
10

年
に
な
り
ま
す
。
真
脇
温
泉
は
、
銭
湯
な
み
の
料
金

で
入
浴
で
き
る
の
で
、
毎
日
の
よ
う
に
通
っ
て
疲
れ

を
癒
や
し
、
明
日
へ
の
仕
事
の
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
の
気
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
「
サ
ウ
ナ
」

と
海
を
展
望
で
き
る
「
大
露
天
風
呂
」
で
す
。
サ
ウ

ナ
で
は
、
熱
さ
を
我
慢
す
る
た
め
口
数
も
増
え
、
多
く
の
知
り
合
い
が
で
き
ま

し
た
。
お
か
げ
で
、
能
登
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
の
様
子
な
ど
を

教
え
て
も
ら
い
、
能
登
を
満
喫
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
豪
雪
で
し
た
が
、
露

天
風
呂
に
つ
か
り
な
が
ら
見
る
雪
は
、
と
て
も
風
情
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
真

脇
温
泉
で
は
、
年
に
数
回
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
そ
の
中
で
と
て
も
う
れ
し
い

の
が
「
節
分
の
日
の
豆
入
り
袋
」
の
無
料
進
呈
で
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に
豆
を

ま
い
た
こ
と
を
、
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　

わ
た
し
に
と
っ
て
真
脇
温
泉
は
、
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
、
人
と
人

と
の
和
が
広
が
る
心
安
ら
ぐ
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
真
脇
温
泉
を
愛

好
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

真
脇
遺
跡
の
背
後
の
丘
に
、

平
成
5
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
縄
文
真
脇
温
泉
は
、
日
本
海
や

遺
跡
公
園
を
眺
め
な
が
ら
開
放
感

に
ひ
た
れ
る
温
泉
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

温
泉
の
建
物
は
男
性
と
女
性
を

象
徴
し
て
い
ま
す
。
男
性
的
な
外

観
の
浴
場
は
「
あ
す
な
ろ
の
湯
」

と
し
て
、
あ
す
な
ろ
の
木
を
た
↖

ＳＰＡ①
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わ
た
し
と
柳
田
温
泉
（
瀬
戸
久
雄
さ
ん
・
石
井
）

　

昨
年
12
月
の
思
わ
ぬ
早
い
降
雪
は
、
わ
た
し
た
ち

に
忘
れ
か
け
て
い
た
雪
国
の
厳
し
さ
を
思
い
起
こ
さ

せ
ま
し
た
。
暖
冬
の
イ
メ―

ジ
が
い
つ
の
間
に
か
心
に

住
み
着
き
、
冬
支
度
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
雪
か
き
に
冷
え
た
身
体
を
柳
田
温
泉
に

浸
す
と
心
ま
で
癒
さ
れ
ま
す
。
滑
ら
か
な
泉
質
の
特
色

に
、
町
民
は
も
と
よ
り
町
外
の
フ
ア
ン
が
多
い
の
も
納
得
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
わ

た
し
も
毎
日
欠
か
さ
ず
温
泉
に
親
し
ん
で
お
り
ま
す
が
、
新
町
と
な
り
国
民
宿

舎
や
笹
ゆ
り
荘
は
お
客
様
が
増
え
た
実
感
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
柳
田
温
泉
の
台
地
は
南
北
朝
時
代
き
っ
て
の
山
城
で
あ
り
、
奥
郡
最
大

の
規
模
を
誇
る
柳
田
城
跡
と
い
わ
れ
る
歴
史
的
な
遺
跡
で
す
。
ま
た
、
毎
年

や
な
ぎ
だ
荘
で
開
か
れ
る
県
全
域
の
俳
句
愛
好
者
を
対
象
と
し
た
俳
句
大
会
で

は
、昼
食
の
「
七
種
粥
」
が
大
変
好
評
で
す
。
年
々
柳
田
温
泉
の
フ
ァ
ン
が
増
え
、

本
大
会
も
発
展
し
て
い
る
の
が
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　

温
泉
の
恵
み
は
わ
た
し
た
ち
に
、
心
と
体
の
芯
ま
で
和
ら
げ
、
温
め
、
明
日

へ
の
英
気
を
授
け
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
生
き
る
法
悦
の
境
地
と
い
え
ま
す
。

柳
田
温
泉
は
国
民
宿
舎
能
登

や
な
ぎ
だ
荘
と
笹
ゆ
り
荘

で
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昭
和

51
年
に
御ご

ぜ
ん
や
ま

前
山
の
中
腹
に
オ
ー
プ

ン
し
た
能
登
や
な
ぎ
だ
荘
は
豊
か

な
自
然
に
囲
ま
れ
た
、
静
か
な
山

あ
い
の
温
泉
と
し
て
人
気
を
集
め

て
い
ま
す
。

　

建
物
は
鉄
筋
2
階
建
て
で
、
宿

泊
は
も
ち
ろ
ん
、
結
婚
式
や
各
種

研
修
、
会
議
な
ど
幅
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
浴
場
に
足
を
運
ん

で
ま
ず
目
に
つ
く
の
は
、
脱
衣
場

の
ロ
ッ
カ
ー
に
つ
け
ら
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
名
前
。
男
湯
に
は
鳥
の
名

前
、
女
湯
に
は
花
の
名
前
が
つ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
浴
室
に
は
大
き

な
窓
が
あ
り
、
雑
木
林
な
ど
の
自

然
が
望
め
て
開
放
感
が
あ
り
ま

す
。
浴
槽
は
、
ジ
ェ
ッ
ト
水
流
風

呂
、
気
泡
風
呂
の
奥
に
大
き
な
浴

槽
が
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
静
養
で
き

る
温
泉
で
す
。

　

柳
田
温
泉
の
自
慢
は
良
質
の
お

湯
。
ア
ル
カ
リ
性
低
張
性
温
泉

で
、
肌
が
す
べ
す
べ
に
な
る
お
湯

で
す
。
こ
の
お
湯
は
、
ナ
ト
リ
ウ

ム
、
硫
酸
を
多
く
含
み
、
循
環
器

系
疾
患
に
よ
く
効
く
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
浴
用
で
は
、
高
血
圧
症
、

動
脈
硬
化
、
慢
性
リ
ウ
マ
チ
な
ど

に
効
能
が
あ
り
、
飲
用
で
は
、
胆

の
う
炎
、
肝
臓
病
、
慢
性
便
秘
、

肥
満
症
、
糖
尿
病
に
効
能
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

温
泉
は
年
中
無
休
で
、
営
業
時

間
は
午
前
7
時
30
分
か
ら
午
後
9

時
30
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
能
登
や
な

ぎ
だ
荘
【
☎
76
ー
１
５
５
０
】
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
然
に
囲
ま
れ
た
空
間
で
、
の
ん
び
り
し
た
時
間
を
過
ご
す

　

広
々
と
し
た
浴
場
に
は
、
気
泡

風
呂
、サ
ウ
ナ
な
ど
が
設
置
さ
れ
、

た
っ
ぷ
り
の
お
湯
と
広
い
洗
い
場

が
特
徴
で
す
。
ま
た
日
本
海
を
望

む
露
天
風
呂
は
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
と

な
っ
て
い
て
、
波
の
音
を
聞
き
な

が
ら
遠
く
立
山
連
峰
や
夜
に
は
漁

火
を
望
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
「
な
ご
み
」

の
源
泉
は
、
地

下
約
１
５
０
０

ｍ
か
ら
わ
き
出

る
高
張
性
中
性

温
泉
で
す
。
温

泉
成
分
が
と
て

も
強
い
た
め
、

お
湯
を
加
え
て

あ
り
ま
す
が
、

神
経
痛
、
関
節
痛
、
冷
え
性
、
慢

性
消
化
器
病
、
慢
性
皮
膚
病
な

ど
に
効
能
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

お
風
呂
上
が
り
も
ゆ
っ
た
り
と

く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
ホ

ー
ル
や
大
広
間
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
も
広
々
と
し
た
空
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
浴
場
に
は
タ
オ

ル
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
石
け
ん
な
ど

の
備
え
つ
け
が
な
い
の
で
、
持
参

す
る
か
施
設
内
で
購
入
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

営
業
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午

後
10
時
ま
で
で
、
月
曜
日
が
定
休

日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
で
す
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
「
な
ご

み
」【
☎
67
ー
８
２
０
０
】
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

ＳＰＡ②

能
登
七
見
健
康
福
祉
の
郷

「
な
ご
み
」
は
平
成
16
年

に
オ
ー
プ
ン
し
た
施
設
で
す
。
屋

内
温
水
プ
ー
ル
や
流
水
プ
ー
ル
、

温
泉
浴
場
を
備
え
、
健
康
づ
く
り

や
世
代
間
交
流
の
場
と
し
て
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

「
黒
川
の
た
め
に
何
か
し
よ

う
と
思
っ
て
温
泉
を
掘

っ
た
」
黒
川
温
泉
は
黒
川
在
住
の

山
口
昭
二
さ
ん
が
昭
和
52
年
に
掘

削
し
た
温
泉
で
す
。
当
時
民
宿
を

経
営
し
て
い
た
山
口
さ
ん
は
、
自

宅
の
裏
山
を
地
下
４
０
０
ｍ
ま
で

採
掘
し
ま
し
た
。
の
ち
に
権
利
を

旧
柳
田
村
に
売
却
し
、
村
は
黒
川

地
区
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
山

せ
み
荘
」
と
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
山

び
こ
を
建
設
。
そ
の
浴
場
に
黒
川

温
泉
を
引
き
込
み
ま
し
た
。

　

山
せ
み
荘
は
午
前
10
時
か
ら
午

後
6
時
ま
で
の
営
業
で
、
日
曜
日

と
祝
日
が
休
館
と
な
っ
て
い
ま

す
。
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
山
び
こ
は

宿
泊
す
る
と
浴
場
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

山
口
さ
ん
は
、「
毎
日
山
せ
み

荘
に
い
っ
て
温
泉
に
入
っ
て
い

る
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

5 42006.2  № 12  

　

水
中
運
動
施
設
と
温
泉
が
融
合
し
た
健
康
増
進
施
設

ＳＰＡ③

一
人
の
男
に
よ
り
開
か
れ
た
温
泉

ＳＰＡ④

黒川温泉に入る山口さん問い合わせ：山せみ荘☎ 76-1246
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二
十
歳
の
門
出

ハ
タ
チ
ノ
カ
ド
デ

　

平
成
18
年
能
登
町
成
人
式
が
1
月
8
日
、
内
浦
第
二

体
育
館
で
行
わ
れ
、
対
象
者
３
１
３
人
の
う
ち
２
５
９

人
の
新
成
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
能
都
地
区
、

柳
田
地
区
で
は
8
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

か
ら
町
全
体
で
の
「
冬
の
成
人
式
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
ス
ー
ツ
や
羽
織
袴
、
艶
や
か
な
振
袖
姿
な

ど
で
会
場
を
訪
れ
、
式
典
で
は
矢
後
絵
美
さ
ん
（
四
方

山
）
が
「
社
会
の
一
員
と
し
て
責
任
あ
る
行
動
が
と
れ

る
よ
う
努
力
し
、
わ
た
し
た
ち
を
育
ん
で
く
れ
た
ふ
る

さ
と
を
誇
り
に
歩
ん
で
い
き
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
縄
文
女め
ぐ
み組
太
鼓

の
み
な
さ
ん
が
力
強
い
太
鼓
を
披
露
し
、
新
成
人
の
新

し
い
ス
タ
ー
ト
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

能
都
中
学
校
３
組
卒
業
生

松
波
地
区

鵜
川
・
瑞
穂
地
区

柳
田
地
区

能
都
中
学
校
２
組
卒
業
生

小
木
地
区

能都中学校１組卒業生
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申告受付スケジュール
月 日 曜 内　　　　　　　容

2 6 月 農業収支説明会 能都庁舎 4階ﾎｰﾙ 13:30 ～

10 金 年金説明会 能都庁舎 4階ﾎｰﾙ　 13:00 ～

16 木 神野地区 農業者健康管理ｾﾝﾀｰ 9:30 ～ 16:00
小
木
地
区　

小
木
支
所　

９

：

00
〜
16

：

00

全
地
区　

能
都
庁
舎
２
階
ロ
ビ
ー　

９
：

00
〜
16

：

00

17 金 不動寺地区 不動寺公民館 9:30 ～ 16:00

20 月 鵜川地区 鵜川支所 9:30 ～ 16:00

21 火 瑞穂地区 農村環境改善ｾﾝﾀｰ 9:30 ～ 16:00

22 水 高倉地区 高倉出張所 9:30 ～ 16:00

23 木 白丸地区 白丸公民館 9:30 ～ 16:00

24 金

27 月 輪島税務署
出張納税相談

能都庁舎 4階ﾎｰﾙ
10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:0028 火

3 1 水
　

柳
田
地
区　

柳
田
情
報
セ
ン
タ
ー
1
階
研
修
室　

９

：

00
〜
16

：

00

　

内
浦
地
区　

内
浦
庁
舎
3
階
第
1
会
議
室　

９

：

00
〜
16

：

00

2 木

3 金

5 日 休日申告受付 能都庁舎のみ 9:00 ～ 16:00

6 月

7 火

8 水

9 木

10 金

12 日 休日申告受付 能都庁舎のみ 9:00 ～ 16:00

13 月

14 火

15 水

所

得

税

町
県
民
税

申
告
は
お
早
め
に
！

※申告の受付は大変混雑することが予想されます。時間に余裕をもってお越しください。

２
月
16
日
か
ら
3
月
15
日
ま
で

　

平
成
18
年
度
の
町
県
民
税
、
平
成
17
年

分
の
所
得
税
の
申
告
受
付
は
2
月
16
日
㈭

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
3
月
15

日
㈬
ま
で
で
す
の
で
、
早
め
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
申
告
受
付
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
３
月
５
日
と
12

日
の
休
日
に
も
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、

平
日
仕
事
な
ど
で
申
告
に
来
ら
れ
な
い
方

は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

各
ご
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
町
県
民
税
申

告
書
に
は
、
平
成
18
年
1
月
1
日
現
在
能

登
町
に
住
民
登
録
を
し
て
あ
る
方
で
、
20

歳
以
上
の
方
の
氏
名
・
性
別
が
記
載
し
て

あ
り
ま
す
。

申
告
書
は
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

昨
年
中
、
収
入
が
な
か
っ
た
方
も
、「
申

告
用
紙
」
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
税
と
介
護
保
険
料
の
申
告
も
兼

ね
て
い
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料
の
申

告
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
申
告
を
し
な
か
っ

た
場
合
、
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
不

利
益
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※所得や税額の計算の仕方、申告書の書き方などでわからないことがありましたら、お気軽に最寄りの税
　   務署、税務相談室、役場税務課までお問い合わせください。
　　　 ●輪島税務署 〒 928-8501 輪島市河井町 15 部 90-16　☎ 0768-22-2241
　　　●税務相談室　☎ 076-263-8080　●役場税務課　☎ 62-8505

税務課：国分香代子 税務課：大塚和美
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町
職
員
の

給
与
等
の

あ
ら
ま
し

町の職員は、町民の皆さんの快適な暮らしのため、税務、福祉、保健、農林水産、
土木、防災、教育などあらゆる分野の仕事に携わりながら、より住みよい
町づくりの実現にむけて働いています。

　町職員の給与は、人事院勧告に基づいて行われる国家公務員の給与に準じて条例
案が作られ、町議会の議決を経て支給されています。
　行政の透明性を確保し、町民の皆さんに一層のご理解をいただくため、職員に支
給している給与等のあらましをお知らせします。

１．人件費の状況（一般会計決算）

区分 住民基本台帳人口
（16 年度末） 歳出額Ａ 人件費Ｂ 人件費率

Ｂ／Ａ

16 年度 23,732 人 17,678,394 千円 2,997,920 千円 17.0％

２．職員給与費の状況（一般会計予算）

区分 職員数
Ａ

給与費（職員手当には退職手当を含まない） 一人当たり給与費
Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

17 年度 350 人 1,331,200 千円 139,478 千円 526,725 千円 1,997,403 千円 5,707 千円

３．職員の初任給月額、平均給与月額および平均年齢の状況（17 年 4月 1日現在）

区分
初任給月額

平均給与月額 平均年齢
町 国

一　般
行政職

大学卒 160,200 円 170,700 円 291,734 円 39 歳 2カ月

高校卒 138,800 円 138,800 円 354,074 円 48 歳 3カ月

４．一般行政職の級別職員数の状況（17 年 4月 1日現在）
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級

職　名 主事補
技師補

主事
技師

主査
主事

係長
主査

主幹
係長

課長補佐
主幹

課長
課参事

町参事
課長

職員数 9人 38 人 32 人 53 人 75 人 62 人 18 人 25 人

構成比 2.9％ 12.2％ 10.3％ 17.0％ 23.9％ 19.9％ 5.8％ 8.0％

（注）能登町職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数

５．職員手当の状況
　職員に支給される主な手当は次のようなものがあります。
・期末、勤勉手当･･･民間の賞与に当たるもの
・退職手当･･･勤務した年数に応じて、退職時の給料月額に表に示す率を乗じた額を支給
・時間外勤務手当･･･正規の勤務時間を超えて勤務した職員に支給
・特殊勤務手当･･･著しく危険、不快、困難な勤務、そのほか著しく特殊な勤務に従事する職員に支給

５－①期末、勤勉手当（17 年度）
区分 期末手当 勤勉手当

支
給
率

6月期 1.40 月分 0.70 月分

12 月期 1.60 月分 0.75 月分

計 3.00 月分 1.45 月分

加算措置 職制上の段階、職務の級などによる

５－②退職手当
区分 自己都合 勧奨定年

支
給
率

勤続 20 年 21.00 月分 27.30 月分

勤続 25 年 33.75 月分 42.12 月分

勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分

最高限度 59.28 月分 59.28 月分

平均支給額 15,224 千円 24,480 千円

加算措置 定年前早期退職特別措置

５－③扶養・住居・通勤手当　国の基準と同じ

５－④時間外勤務手当（一般会計）

16 年度
支 給 総 額 22,657 千円

職員 1 人当たり支給年額 109 千円

５－⑤特殊勤務手当（16 年度）

区分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合 23.4％

支給対象職員 1人当たり平均支給年額 190 千円

手当の種類（手当数） 9種類

６．特別職の報酬等の状況（17 年度）

区分 月額 期末手当

給料
町　長
助　役
収入役

820,000 円
590,000 円
540,000 円 6 月期　1.60 月

12 月期　1.70 月

計　3.30 月報酬
議　長
副議長
議　員

275,000 円
245,000 円
225,000 円

（注）特別職の報酬などの金額は、学識経験者などで構成される
特別報酬等審議会の答申に基づき、条例で定められています。

７．給与水準（ラスパイレス指数※）

区分 17 年度

能登町 89.8

県内町村 87.5

全国町村 93.7

８．部門別職員数の状況（4月 1日現在）

区分
職員数

前年比
16 年度 17 年度

一般行政

議会
総務
税務
労働

農林水産
商工
土木
民生
衛生

6
99
20
1
31
16
22
106
33

5
100
19
2
24
13
20
96
31

△ 1
1

△ 1
1

△ 7
△ 3
△ 2
△ 10
△ 2

小計 334 310 △ 24
特別行政 教育 53 46 △ 7

公営企業
等会計

病院
水道
下水道
その他

175
14
10
20

173
16
10
22

△ 2
2
0
2

小計 219 221 2

合計 606 577 △ 29

９．適正化計画
①適正な定員管理
　徹底したスクラップ・アンド・ビルドにより、総数
の増加を極力抑制するなかで、政策の変化や業務量の
変化に応じた職員の適正配置に努めています。
　「定員適正化計画」による計画では、５年間で 70 人
を削減する目標を掲げています。

②定員適正化手法の概要
　現在、職員採用の抑制により、職員の削減を行って
いますが、合併のメリットを活かした行政改革大綱を
もとに、既定業務に係る定員の徹底した見直しを行い、
政策の変化や業務量の変化に応じた職員の適正配置に
努め、定員の管理適正化を推進します。

※国家公務員の俸給月額を 100 とした場合の地方
　公務員一般行政職の給料の水準を示したもの
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農
業
・
農
村
が
持
つ
大
切
な
役
割
を
守
る
た
め
に

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
が
あ
り
ま
す

　

 

中
山
間
地
域
等
と
は

　

国
土
の
7
割
程
度
の
面
積
を
占

め
、
総
人
口
の
約
14
％
が
生
活
す

る
地
域
で
、
平
野
の
外
側
の
周
辺

部
か
ら
山
間
地
ま
で
の
国
土
の
骨

格
部
分
で
す
。
農
業
面
積
で
は
全

国
の
約
4
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

  

中
山
間
地
域
等
の
役
割

　

農
業
・
農
村
は
、
わ
た
し
た
ち

が
生
活
す
る
の
に
必
要
な
お
米
や

野
菜
な
ど
を
生
産
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
田
ん
ぼ

や
畑
、農
村
の
ま
わ
り
の
自
然
は
、

水
源
の
か
ん
養（
水
田
の
水
を
貯
え
る
機
能
と
地

下
水
を
豊
か
に
す
る
機
能
な
ど

）、

環
境
の
保
全
、
洪
水
や
土
砂
崩
れ

の
防
止
な
ど
生
活
に
大
切
な
役
割

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

 

直
接
支
払
制
度
と
は

　

農
業
・
農
村
が
も
つ
役
割
を
守

る
た
め
に
「
中
山
間
地
域
等
で
農

業
を
し
て
い
る
人
た
ち
を
支
援
し

ま
し
ょ
う
」
と
い
う
制
度
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
今
後
も
農
業

を
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
い
う
協

定
を
結
ん
だ
人
た
ち
に
お
金
を
払

う
こ
と
で
支
援
す
る
制
度
で
す
。

（
交
付
金
は
集
落
の
代
表
者
に

一
括
し
て
交
付
さ
れ
ま
す

）

　

 
制
度
の
必
要
性

　

中
山
間
地
域
等
で
は
零
細
な
農

家
が
大
半
を
占
め
、
農
業
生
産
性

が
低
い
農
業
構
造
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
化
の
進
行
が
著

し
く
、
農
業
を
営
む
人
が
減
少

し
、
集
落
の
世
帯
数
も
減
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
放
置

す
れ
ば
耕
作
放
棄
が
進
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

 

能
登
町
で
は

　

93
集
落
が
町
か
ら
認
定
を
受
け

5
年
以
上
の
農
業
生
産
活
動
な
ど

を
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
次
の
と
お
り
集
落
ご
と
の
対

象
面
積
・
交
付
金
額
を
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
協
定
内
容
が
計

画
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

協定集落名 面積計 交付金額 協定集落名 面積計 交付金額 協定集落名 面積計 交付金額

木　住 72,766 465,651 上藤ノ瀬１ 28,742 229,936 久田４ 34,555 120,940 
院内１ 36,789 235,431 上藤ノ瀬２ 40,726 321,592 合　鹿 198,156 1,993,994 
院内２ 27,938 469,349 上藤ノ瀬３ 12,725 101,800 中ノ又 97,558 1,087,772 
院内４ 31,629 202,413 上藤ノ瀬４ 42,178 379,683 上　町 132,623 2,520,528 
神　道 101,087 1,145,069 上藤ノ瀬５ 30,388 638,148 天　坂 99,282 1,249,745 
三　田 89,217 721,539 上藤ノ瀬６ 89,851 718,808 寺分１ 36,332 610,340 
吉谷１ 22,023 149,400 吉　尾 118,831 722,598 寺分２ 18,394 169,223 
吉谷３ 14,098 296,058 下藤ノ瀬１ 143,622 1,148,976 五郎左エ門分 32,894 450,677 
吉谷４ 19,012 66,542 下藤ノ瀬２ 45,749 960,729 黒　川 190,185 3,415,301 
爼倉１ 31,337 170,042 鶴　町 454,253 2,784,580 極楽寺 38,098 794,934 
爼倉２ 16,680 105,693 小浦１ 27,432 175,555 中　組 167,832 2,119,382 
鮭尾１ 13,564 108,512 小浦２ 11,488 153,427 蓮花坊 168,672 1,697,165 
鮭尾２ 19,211 284,326 矢波１ 71,550 1,201,934 甲　地 195,483 1,457,740 
鮭尾４ 26,964 172,558 谷　屋 64,720 414,161 田　代 69,626 531,770 
本木１ 20,017 122,588 七　見 102,092 987,806 大箱１ 167,504 2,278,438 
本木２ 20,249 336,354 西安寺 68,115 589,392 北河内 83,941 1,762,761 
本木３ 21,342 327,901 曽　又 209,176 1,492,711 中　斉 24,292 380,394 
本木４ 26,267 121,959 金　山 13,888 111,104 神和住 155,406 1,637,756 
本木５ 34,548 213,273 重　年 91,200 1,254,020 百万脇 95,429 902,758 
本木６ 27,173 143,613 米　山 35,179 738,759 極楽寺第２ 76,000 1,031,487 
本木７ 24,748 402,372 笹　川 104,723 2,011,254 極楽寺第３ 96,166 1,067,457 
本木８ 30,861 374,048 石　井 40,765 559,899 国　光 116,217 1,291,985 
本木９ 10,360 141,889 石井２ 21,584 223,344 日詰脇 48,449 627,428 
小垣１ 155,677 984,815 鴨　川 56,217 732,132 坪　根 24,729 364,922 
猪平１ 45,181 759,008 十郎原 183,862 1,580,321 程　谷 38,121 563,622 
武　連 137,074 740,838 五十里 167,782 2,998,170 国　重 40,521 443,783 
宮地１ 56,049 283,802 小間生 16,640 222,386 越　坂 44,786 436,171 
宮地２ 105,190 667,754 長　尾 204,525 1,781,566 山生満泉寺 86,717 1,821,057 
町 33,488 214,307 久田１ 25,397 310,852 滝之坊 78,066 1,311,456 

宇加塚１ 279,883 2,225,448 久田２ 12,685 179,761 河ヶ谷 63,534 536,001 
宇加塚５ 34,997 262,224 久田３ 44,274 333,145 ㈲内浦アグリ 57,657 802,545 

平成 17年度 中山間地域等直接支払対象農用地面積および交付金 【単位：㎡、円】
■開館時間　午前 10 時 30 分
               　　　～午後 6時 30 分
■休館日　日・月曜日、祝日
　　　　　年末年始、図書整理期間
　※祝日と休館日が重なった場合はその翌日

■住　所　柳田礼部 8番 1地
■問い合わせ　
　　　　　☎・℻ 0768-76-1585

　

こ
こ
に
は
、
バ

ス
を
待
つ
子
ど
も

た
ち
が
集
ま
っ
た

り
、
さ
ま
ざ
ま
な

年
代
の
人
た
ち
が

や
っ
て
来
て
利
用

し
て
い
る
よ
。
１

階
は
ガ
ラ
ス
張
り

で
と
て
も
明
る
く

て
広
々
と
し
て
る
し
、
外
の
景
色
や
庭
に
あ

る
大
き
な
木
も
見
え
て
い
い
感
じ
！

    

芝
生
に
囲
ま
れ
た
こ
の
施
設
は
夜
に
な
る

と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
と
っ
て
も
キ
レ
イ

な
ん
だ
っ
て
。
吹
き
抜
け
の
２
階
に
は
、
談

話
室
や
カ
ル
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
も
あ
る
ん
だ
よ
。

  柳田教養文化館職員　　  　　　
　　 　虎谷 茂美 さん
Qこの施設のいいところは？
　環境に恵まれているところですね。道路か
ら少し入ったところにありますし、建物の中
も広くて開放的ですよ。昨年の４月、新しい
施設で一からのスタートでしたから開館当初
は不安なこともたくさんありました。でも、
利用者の方からのアドバイスや、ボランティ
アのみなさんのおかげで、本と親しむ場所と
して、また世代間交流の場としても、多くの方々に利用していただくこと
ができました。ゆっくり本を楽しみたい方には、午前中の来館がお勧めで
すよ。みなさんもぜひ一度気軽にお越しくださいね。

　

今
月
は
昨
年
４
月
18
日

に
オ
ー
プ
ン
し
た
柳
田
教
養
文
化

館
を
紹
介
す
る
よ
！

　

木
造
２
階
建
て
の
施
設
に
は
、
児
童
図

書
や
小
説
な
ど
２
万
冊
以
上
の
図
書
が
あ
っ

て
、
貸
出
し
も
し
て
い
る
ん
だ
よ
。
ビ
デ
オ

コ
ー
ナ
ー
に
は
、
歴
史
や
ア
ニ
メ
な
ど
の
ビ

デ
オ
も
あ
る
し
、
パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
も
で
き
る
よ
。
春
か
ら
約
８
０
０
０
人

が
こ
の
施
設
を
訪
れ
た
ん
だ
っ
て
！

ガ
ー
コ
（
♂
）

木のいい香り
がする

文化館へレッ
ツゴー！

　

こ
の
施
設
は
、
気
軽
に
本
に

親
し
ん
で
も
ら
う
空
間
と
し
て

の
役
割
の
ほ
か
に
、
多
目
的
に

利
用
で
き
る
作
り
に
な
っ
て
い

る
ん
だ
よ
。
建
物
の
中
央
に
あ
る
交
流
広
場

で
は
幅
の
広
い
階
段
が
観
覧
席
に
早
変
わ

り
！
こ
の
ホ
ー
ル
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な

さ
ん
に
よ
る
、
お
は
な
し
会
や
地
元
の
陶
芸

家
さ
ん
の
作
品

展
、
バ
イ
オ
リ
ン

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
や
ク
リ
ス
マ
ス

会
な
ど
も
開
か
れ

た
ん
だ
っ
て
。
今

年
は
ど
ん
な
イ
ベ

ン
ト
が
催
さ
れ
る

か
楽
し
み
だ
ね
！

いろんな本があるよ
どんなのが読みたい？



   1月いやさかの願いを込め力強く初打ちを奉納

50 歳の節目を祝う「まほろば成人式」

彌榮太鼓の初打ち奉納が 1
月 7 日、宇出津八坂神社

境内で行われました。
　能登町の指定文化財第 1 号
となった彌

いやさか

榮太鼓は、毎年 1
月 7 日午前 0 時に八坂神社
歳
さいたんさい

旦祭に初打ちを奉納してい
ます。今年も彌榮太鼓保存会
の会員は、境内に作られた特
設舞台で力強く太鼓を打ち鳴
らしました。

第1回能登町まほろば成人式が 1月 2日に能都庁舎で行われました。式
典には町内外から約 210 人が参加し、久しぶりに再会した同級生と

の会話に花を咲かせました。式では、実行委員長の酒屋利信さんが「町の
歴史とともに歩んできた 50 年。この機会にもう一度ふるさとを思い起こ
してください」とあいさつ。自身もまほろば成人式を迎えた持木町長は「人
生でもっとも充実した年代を迎えた皆
さんとすばらしい能登町を作っていき

たい」と祝辞を述べました。またアテネオリンピックウエイト
リフティング日本代表監督の菊田三代治さん（布浦）が記念講
演を行い、アトラクションとして岩井久美さんによる琴が演奏
されました。1月18日には、酒屋委員長が持木町長を訪れ、チャ
リティーで集まった 21 万 100 円を「能登町の未来を担う子ど
もたちのために使ってください」と町に寄付しました。

▲幻想的な雰囲気の中で、力強いバチさばき見せる保存会員
　その迫力は見る者を圧倒する

まちの出来事　　 1

心ひとつで交通事故ゼロへ一筆集中！

交通安全祈願祭が１月 10 日、関係者 25 人が出席
して宇出津白山神社で行われました。祈願祭は

「110 番の日」であるこの日に毎年行われているもので、
新平能登交通安全協会長や持木町長らが、拝殿に玉串
を捧げ、今年１年間の交通安全を祈願しました。
　神事の後、野竹能登警察署長が「万全を期して安心
安全の町づくりに力を注ぎたい」とあいさつし、最後
にお祓いを受けたお守りが出席者全員に配られました。
今年の冬は記録的な大雪となり、車の運転にも細心の
注意が必要です。歩行者に対する思いやりを持って未
然に交通事故を防ぎましょう。

▲

事
故
の
な
い
安
全
な
町
を
願
い
、
お
祓
い

　

を
受
け
る
出
席
者

能登町新春書き初め大会が 1月 14 日に能都体育館
で行われ、町内の小学生 120 人が「つくし」や「白

いはと」「創造する心」など学年ごとの課題を元気よく
書き上げました。作品の表彰式は 18 日に行われ、作品
は 16 日から 23 日まで能都庁舎 4階ホールで展示され
ました。主な入賞者は次のみなさんです。
町長賞

▲

小谷内優志（真脇小 2年）金森　愛（柳田小 3年）浜高彰仁（鵜
川小 6年）、議会議長賞

▲

出村萌香（宇出津小 1年）大屋健一（瑞穂小
4年）新田優斗（宇出津小 5年）、教育長賞

▲

冨田彩加（宇出津小 2年）
山本芳裕（宇出津小 4年）、池崎万優（宇出津小 6年）、北国新聞社長
賞

▲

坂口めぐみ（松波小 2年）谷内裕紀子（柳田小 4年）本谷好啓（神
野小 5年）、ほか特選 6人、金賞 9人、銀賞 9人、銅賞 9人の合計 45
人が入賞しました。

▲

一
筆
一
筆
真
剣
に
筆
を
走
ら
せ
る
児
童

人権擁護委員を委嘱 　　 晴れの日は手作りの和紙で

柳田中学校の 3年生 49 人が 1 月 19 日、卒業証書
を自分たちの手で制作しようと小間生公民館（旧

小間生小学校）で紙すきに挑戦しました。この地区に
伝わる伝統工芸「久

きゅうでん

田和紙」の保存に取り組む「みわ会」
のみなさんの指導のもと、生徒たちは楽しみながら作
業を体験しました。昭和 63 年に旧小間生小学校で始ま
り、閉校後は中学校へと引き継がれたこの卒業証書づ
くり。５年生までこの校舎に通っていた丹羽小夏さん
は「懐かしさを感じながら紙をすくことができました」
と話していました。世界で一枚だけの卒業証書を手に、
生徒たちが中学校を旅立つ春はもうすぐです。

昨年９月の議会定例会で人権擁護委員としての推薦
を受けた髙山一夫さん（瑞穂・60 歳）と関本昌

夫さん（宇出津・61 歳）が法務大臣より人権擁護委員
に委嘱され、1月 16 日に持木町長から委嘱状が交付さ
れました。任期は 1月 1日からの 3年間で、人権相談
や人権擁護の啓発活動など人権に関わるさまざまな活
動をしていきます。持木町長から「公務員として、教
員としての経験を生かし、町民のためにがんばってく
ださい」と激励を受けた２人は、「これから人権につい
て勉強をして、少しでもお役に立てるようがんばりた
い」と抱負を語りました。

▲

新
た
に
人
権
擁
護
委
員
と
な
っ
た
関
本
さ
ん

　
（
左
）
と
髙
山
さ
ん
（
右
）

▲

紙
の
厚
さ
ち
ゃ
ん
と
均
等
に
な
っ
て
る
？
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　氷点下の気温の中、かがり火に照らされた男たちの迫力ある太
鼓に、見物に訪れた約 50 人は魅了され、大きな拍手を送っていま
した。初打ち奉納をした保存会員は、決意を新たに今年の活躍を
誓いました。この初打ちは、宇出津の正月の恒例行事となっていて、
毎年必ず見物に来るという人がたくさんいます。

▲会場には懐かしい写真
　が展示されていました
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ス
ポ
ー
ツ
振
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☎
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２
５
１
２

※
主
な
課
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

か
ら
自
然
に
か
え
り
ま
す
。
快
適
な
暮
ら

し
と
豊
か
な
自
然
は
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

な
し
に
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。

　

下
水
道
の
接
続
と
ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
下
水
道
課

  

募　

集

能
登
町
職
員
採
用
候
補
者
試
験　
　

〈
採
用
予
定
人
数
〉

　

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師　

４
人
程
度

　

社
会
福
祉
士　

1
人

　

診
療
放
射
線
技
師　

１
人

〈
試
験
日
時
・
場
所
〉

　

３
月
10
日
㈮  

午
後
２
時
〜
４
時　

　

宇
出
津
総
合
病
院

〈
受
験
資
格
〉

　

看
護
師
・
准
看
護
師
は
、
昭
和
40
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
、
社
会
福
祉

士
お
よ
び
診
療
放
射
線
技
師
は
、
昭
和
45

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
そ

れ
ぞ
れ
現
に
免
許
を
有
す
る
方
、
ま
た
は

平
成
18
年
３
月
末
日
ま
で
に
免
許
取
得
見

込
み
の
方

〈
申
込
書
〉
能
都
・
柳
田
・
内
浦
の
各
サ

ー
ビ
ス
課
、
宇
出
津
総
合
病
院
で
交
付

〈
申
込
期
限
〉　

２
月
１
日
㈬
〜
24
日
㈮

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
ま
た
は

　
　

宇
出
津
総
合
病
院
☎
62

－

１
３
１
１

能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集

〈
採
用
予
定
人
数
〉

　

看
護
師　

１
人
（
准
看
護
師
可
）

〈
受
験
資
格
〉

　

昭
和
30
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
現
に
資
格
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
平

成
18
年
３
月
末
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込

み
の
方

〈
勤
務
先
〉　

七
見
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

〈
申
込
締
切
〉
２
月
28
日
㈫

〈
試
験
科
目
〉
作
文
、
面
接

〈
日
時
・
場
所
〉

　

受
験
申
込
者
に
後
日
連
絡
し
ま
す

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
72

－

２
３
２
２

ラ
ブ
ロ
恋
路
で
働
き
ま
せ
ん
か
？　

　　

調
理
に
興
味
を
持
っ
て
仕
事
に
携
わ
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
募
集
人
数
〉
１
人

〈
募
集
資
格
〉

　

調
理
師
免
許
を
有
し
能
登
町
在
住
ま
た

は
出
身
者
で
お
お
む
ね
40
歳
ま
で
の
方

〈
募
集
期
間
〉
２
月
１
日
㈬
〜
15
日
㈬

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

ラ
ブ
ロ
恋
路　

☎
72

－

１
２
３
４

能
登
町
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す　
　

　

奨
学
金
貸
与
を
受
け
る
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

〈
貸
与
区
分
〉

◆
高
校
生　

月
額
２
万
円

◆
短
大
・
高
専　

月
額
２
万
５
千
円

◆
大
学
生
（
４
年
制
）
月
額
３
万
円

※
選
考
委
員
会
に
よ
り
奨
学
生
を
決
定

〈
募
集
期
間
〉
４
月
14
日
㈮
ま
で

〈
問
い
合
わ
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〉
学
校
教
育
課

町
営
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宅
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居
者
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〈
募
集
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間
〉
２
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１
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㈬
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15
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対
象
住
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木
住
宅　

　
　
　
　
　
　

１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）
字
鵜
川

〈
家
賃
〉
所
得
に
よ
り
家
賃
が
決
定

〈
入
居
資
格
〉

①
能
登
町
に
住
所
を
有
す
る
方
（
予
定
者

　

を
含
む
）

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

　

な
方

③
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

④
収
入
基
準

　

入
居
者
の
所
得
月
額
が
20
万
円
以
下

⑤
単
身
の
方
は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
こ
と
が

　

あ
り
ま
す

〈
問
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合
わ
せ
〉
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設
課
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報
情
報
推
進
課　
☎
76

－

８
３
０
１

農
林
課　
　
　
　
　

 

☎
76

－

８
３
０
２

建
設
課　
　
　
　
　

 

☎
76

－

８
３
０
４

議
会
事
務
局　
　

 

☎
76

－

８
３
１
０

内
浦
庁
舎
（
休
日
は
☎
72

－

２
５
０
０
）

内
浦
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
☎
72

－

２
５
０
０

町
民
課　
　
　
　
　 

☎
72

－

２
５
０
１

長
寿
介
護
課　
　

  

☎
72

－

２
５
０
２

健
康
福
祉
課　
　

  

☎
72

－

２
５
０
３

水
産
課　
　
　
　
　

 

☎
72

－

２
５
０
４

商
工
観
光
課　

 　

 

☎
72

－

２
５
０
５

下
水
道
課　
　

  　

 

☎
72

－

２
５
０
７

水
道
課　
　
　

 　

 

☎
72

－

２
５
０
８

学
校
教
育
課　
　

  

☎
72

－

２
５
０
９

生
涯
学
習
課　

 　

 

☎
72

－

２
５
１
０

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課  

☎
72

－

２
５
１
２

※
主
な
課
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

  水
道
メ
ー
タ
ー
が
雪
で
隠
れ
た
ら    

    

冬
期
間
は
積
雪
の
た
め
水
道
メ
ー
タ
ー

の
検
針
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

検
針
が
で
き
な
い
時
は
、
過
去
の
平
均
水

量
で
概
算
請
求
し
、
そ
の
調
整
は
翌
月
以

降
の
検
針
に
よ
り
精
算
し
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
漏
水
を
早
期
発
見
！

　

検
針
が
で
き
な
い
場
合
、
漏
水
の
発
見

が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
メ
ー
タ
ー

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
確
認
し
て
、
漏
水
し
て

い
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
家
の
中
の

蛇
口
を
閉
め
て
い
る
の
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
が

回
っ
て
い
た
ら
、
漏
水
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
屋
外
に
あ
る
散
水

栓
や
、
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管

は
、
凍
結
・
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

凍
結
防
止
な
ど
の
管
理
に
も
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
水
道
課

の
と
森
林
組
合

林
業
地
区
座
談
会
を
開
き
ま
す　
　

　　

次
の
日
程
で
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

〈
日
時
・
場
所
〉

◆
２
月
６
日
㈪　

　

午
前
９
時
30
分
〜　

松
波
公
民
館　

　

午
後
１
時
30
分
〜　

不
動
寺
公
民
館

◆
２
月
７
日
㈫

　

午
前
９
時
30
分
〜　

瑞
穂
公
民
館

　

午
後
１
時
30
分
〜　

神
野
公
民
館

◆
２
月
８
日
㈬　

　

午
前
９
時
30
分
〜　

能
都
庁
舎
３
Ｆ

　

午
後
１
時
30
分
〜　

上
町
集
会
所

◆
２
月
９
日
㈭　

　

午
前
９
時
30
分
〜　

小
間
生
集
会
所

　

午
後
１
時
30
分
〜　

柳
田
林
業
セ
ン
タ
ー

〈
問
い
合
わ
せ
〉
の
と
森
林
組
合

能
都
支
所　

☎
62

－

０
２
３
１

柳
田
支
所　

☎
76

－

１
２
３
１

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
に
ご
注
意
！　

  

　

最
近
大
手
金
融
機
関
な
ど
を
装
い
「
お

金
を
貸
し
ま
す
」
と
い
っ
た
内
容
の
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
、
携
帯
メ
ー
ル
な
ど
を

送
り
つ
け
て
、
保
証
金
や
保
険
金
名
目

で
お
金
を
だ
ま
し

取
る
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
が
急
増
し
て

い
ま
す
。「
貸
し
ま
す
詐
欺
か
も
し
れ
な

い
！
」
と
感
じ
た
ら
、
送
金
の
前
に
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈「
貸
し
ま
す
詐
欺
」被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
〉

☎
０
３

－

５
３
２
０

－

４
７
７
５

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
６　

石
川
県
警
察
音
楽
隊「
定
期
演
奏
会
」

　　

県
民
と
警
察
を
結
ぶ
「
音
の
架
け
橋
」

と
し
て
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
入

場
は
無
料
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
日
時
〉
３
月
５
日
㈰  

午
後
１
時
30
分
〜

〈
場
所
〉
石
川
厚
生
年
金
会
館

〈
問
い
合
わ
せ
〉
石
川
県
警
察
本
部
広
聴
室

☎
０
７
６

－

２
２
５

－
０
１
１
０

キ
レ
イ
な
水
は
あ
な
た
が
つ
く
る　
　
　

　　

下
水
道
に
接
続
す
る
と
、
家
庭
か
ら
出

る
汚
れ
た
水
は
き
れ
い
な
水
に
戻
さ
れ
て
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お  

知  

ら  

せ

講  師　あき竹城（女優）
プロフィール：山形県出身。映画、テレビ、
舞台などでそのユニークなキャラクターを
生かし、コミカルな役からシリアスな役ま
で幅広くこなす実力派として活躍中。

「キラキラ輝く人生のために」
生涯学習
振興大会
記念講演

〈問い合わせ〉生涯学習課

■日  時  ２月２６日（日）　入場無料！　
　　　　午後０時 30分～（開場：正午）
■会  場   能都庁舎　４階ホール



す
。
複
数
の
団
体
が
合
同
で
申
し

込
む
こ
と
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

〈
対
象
〉

　

35
人
か
ら
50
人
ま
で
の
女
性
団
体

〈
運
行
期
間
〉
５
月
８
日
㈪
〜
11
月
30
日
㈭

〈
申
込
受
付
〉
２
月
20
日
㈪
〜
３
月
10
日
㈮

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

県
奥
能
登
総
合
事
務
所
企
画
振
興
課　

☎
０
７
６
８

－

26

－

２
３
０
３

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
に　

　
　
　
　
　
　
　

な
り
ま
せ
ん
か
？

　

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
な
ど
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

〈
対
象
〉
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

　

の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
が
あ
る

　

満
20
歳
以
上
の
方

〈
委
嘱
期
間
〉
平
成
18
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　

  　
　

平
成
19
年
３
月
31
日

〈
募
集
人
員
〉
北
陸
３
県
で
60
人

〈
申
込
期
限
〉
２
月
20
日
㈪

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

北
陸
総
合
通
信
局
電
気
通
信
事
業
課

☎
０
７
６

－

２
３
３

－

４
４
２
２

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
デ
・
ラ
ブ
ロ　
　

ラ
ブ
ロ
恋
路
体
験
教
室
参
加
者
募
集
中

　

能
登
町
の
特
産
品
「
イ
カ
」
を
使
っ
て

料
理
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
イ
カ
シ
ュ
ー
マ
イ
作
り
体
験（
先
着
15
人
）

〈
日
時
〉
２
月
12
日
㈰  
午
前
10
時
〜

〈
場
所
〉
農
林
水
産
物
加
工
開
発
セ
ン
タ
ー

〈
体
験
料
〉
１
０
０
０
円

〈
服
装
〉
エ
プ
ロ
ン
、
頭
巾
、
タ
オ
ル

　

足
か
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
！
自
宅
で
出
来
る

足
の
健
康
法
フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

◆
フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
体
験
教
室（
先
着
15
人
）

〈
日
時
〉
２
月
26
日
㈰

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

〈
場
所
〉
ラ
ブ
ロ
恋
路

〈
体
験
料
〉
１
０
０
０
円

〈
参
加
申
込
〉
そ
れ
ぞ
れ
開
催
日
の
３
日

前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

〈
問
い
合
わ
せ
〉

ラ
ブ
ロ
恋
路　

☎
72

－

１
２
３
４

女
性
団
体
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

県
政
学
習
バ
ス
参
加
団
体
募
集　
　

　　

県
の
施
設
見
学
な
ど
を
通
し
て
県
政
へ

の
理
解
を
深
め
る
県
政
バ
ス
を
運
行
し
ま
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 4連載 能 登 総 合 計 画 策 定 中町

入賞作品が決定しました！
「能登町総合計画」の策定に向け、まちづくりのアイデアを募集した結果、町内外 20 人から延べ 56 点の応

募がありました。たくさんのアイデアをご提案いただき、ありがとうございました。
　全体としては、祭や観光資源を活用した交流人口の拡大、特産品の開発やＰＲ、人づくり、少子化対策や子
育て支援に関するアイデアが多く寄せられました。
　審査の結果、以下の５人の方が入賞作品として選ばれました。

応募総
数

56点

まちづくりのアイデア　

受賞者 タイトル アイデアの内容

橋田　茂
（宇出津）

紅葉の名所についてのアイデア
（タイトルなし）

柳田植物公園の一角へ「もみじ」「かえで」2000 本
の植樹、紅葉の名所地としてのＰＲ

久保田  勝夫
（九里川尻）

人生の楽園長寿の里「能登町」
既存施設を活用した大人のための学校、長期滞在・
定住用の古民家や遊休農地の提供、薬膳による健
康長寿楽園づくり

修田 勝好
（当目）

交流人口の拡大と定住人口の増大
地域の魅力再認識、交流対象層の絞込み（定年富
裕層、短期間交流者・半定住者）、通勤圏の拡大

浦　美喜夫
（金沢市）

真感動！能登半島―職人の学舎―
建築・再利用・農業の３コースによる職人養成学
校の設立（廃校利用、長期滞在施設の併設）

中　與七郎
（松波）

プチミュージアムの郷（地域一体型
極小規模博物館群）プロジェクト

土蔵に眠る宝「文化歴史」を家の一角に展示する
プチミュージアムの整備（町内全域に約 50 カ所）

【優秀賞】総合計画に盛り込み、アイデアの実現を目指す作品
【特別賞】実現に向けては課題が多いけれども、アイデアとしては優れている作品

産婦人科の開院／野生復帰、繁殖、保護地域の環境および景観保全特区 /『老後は能登町に移住しませんか？』
キャンペーン /校舎活用（大学分場の誘致・里親）/他地域の自治体・企業との交流 /独居高齢者用住宅の建
設 /海の幸・山の幸の活用（特産物開発）/職員の人材育成 /中山間地の里山づくり /能登町未来塾 /能登の
祭を全国へ（体験ツアー）/能登町の高校に「住生活文化学科」を新設しよう /母親と子どもたちの住みよい
町を目指して（病児保育・土日保育・医療体制）/観光で生き残るために（イベント廃止・祭りのサポート）
/海洋深層水を利用した特産品のＰＲ　など

その他のアイデアについても実現に向けて検討していきます。ただし入賞作品を含め、計画への反映は、アイ
デアの内容そのままではなく、部分的な反映となる場合もあることをご了承ください。

優秀賞

優秀賞

優秀賞

特別賞

特別賞

その他の
アイデア

審査方法：総合計画審議会委員より選出した 5人の審査員と総合計画策定委員長である山元助役により、1月 16 日に審査会を開
　　　　　催し、応募者の名前を無記名としたうえで審査しました。　　　　　　　　　　　　　　　〈問い合わせ〉企画財政課

  

相　

談

悪
質
な
訪
問
販
売
お
こ
と
わ
り
！　

　　

悪
質
商
法
な
ど
に
お
困
り
の
方
は
、
気

軽
に
お
近
く
の
「
消
費
生
活
推
進
員
」
ま

た
は
、
県
・
町
の
相
談
窓
口
な
ど
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

〈
消
費
生
活
推
進
員
〉

　

泉 

富
美
子
（
柿
生
）

　

濵
野 

孝
子
（
小
木
）

〈
相
談
窓
口
〉

　

石
川
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
０
７
６

－

２
６
７

－

６
１
１
０

　

奥
能
登
消
費
生
活
相
談
室

☎
０
７
６
８

－

２
６―

２
３
０
７

〈
問
い
合
わ
せ
〉
商
工
観
光
課

法
律
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

金
沢
弁
護
士
会
で
は
能
登
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
を
運
営
し
、
法
律
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

〈
２
月
の
相
談
日
〉

　

２
日
、
９
日
、
16
日
、
23
日
（
木
曜
日
）

〈
時
間
〉
午
後
１
時
45
分
〜
４
時
15
分

〈
場
所
〉穴
水
駅
前「
ス
タ
ー
ク
イ
ー
ン
穴
水
」

〈
相
談
料
〉
30
分
以
内　

５
０
０
０
円

〈
電
話
予
約
〉
相
談
希
望
者
は
、
相
談
日

前
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
電
話
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
予
約
・
問
い
合
わ
せ
〉
金
沢
弁
護
士
会

　
　
　

☎
０
７
６

－

２
２
１

－

０
２
４
２

心
配
ご
と
相
談
（
２
月
）　　
　
　

  

　

日
常
生
活
で
の
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と

に
相
談
員
が
親
身
に
お
応
え
し
ま
す
。

〈
能
都
庁
舎
〉

　

９
日
㈭
、
17
日
㈮  

午
前
９
時
〜
12
時

〈
笹
ゆ
り
荘
〉

　

14
日
㈫
、
28
日
㈫  

午
前
９
時
〜
12
時

〈
内
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー
〉

　

10
日
㈮  

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
小
木
支
所
〉

　

20
日
㈪  

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
問
い
合
わ
せ
〉　

能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
72

－

２
３
２
２

●投票時間（予定）
　　午前 7時～午後 7時（一部投票所は午後 6時）
●期日前投票
　投票日に仕事やレジャー、買い物などで出かける方
や冠婚葬祭などの用務がある方は、3日㈮から 18 日
㈯まで期日前投票ができます。どの庁舎でも投票でき
便利になりました。

３月19日㈰は石川県知事選挙の

投票日です。
選挙管理委員会☎ 62-8510



第
１
回
能
登
町
民
卓
球
大
会

〈
日
時
〉
２
月
19
日
㈰
午
前
９
時
〜

〈
場
所
〉
能
都
体
育
館　
　
　
　

〈
対
象
〉
能
登
町
在
住
者
、
在
勤

者
ま
た
は
通
学
者
で
小
学
生
以
上

の
方

〈
種
目
〉
男
女
別
個
人
戦
小
学
生

の
部
・
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）

〈
参
加
費
〉
小
学
生

：

無
料　

　
　

  
中
学
生
以
上

：

３
０
０
円

〈
申
込
受
付
〉
能
都
体
育
館
、
柳

田
体
育
館
、
内
浦
体
育
館
に
あ
る

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
２
月
14
日
㈫
午
後
５
時
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

能
登
町
卓
球
協
会
事
務
局 

小
畑

（
健
康
福
祉
課
内
）
ま
で　

　
　
　
　
　
　

☎
72

－

２
５
０
３

柳
田
陸
上
教
室
生
徒
募
集
！

　

走
る
こ
と
が
好
き
な
人
も
、
走

る
こ
と
が
苦
手
な
人
も
一
緒
に
走

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

〈
練
習
日
〉

　

毎
週
月
・
火
・
木
・
土
曜
日　

　

午
後
6
時
30
分
〜
7
時
30
分

〈
場
所
〉
柳
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
雨
天
時
・
体
育
館
）

〈
対
象
〉
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で

※
走
っ
て
み
た
い
が
一
人
で
は
長

　

続
き
し
な
い
人
、
部
活
以
外
の

　

補
強
練
習
を
し
た
い
人
な
ど
、

　

陸
上
競
技
に
興
味
の
あ
る
方

〈
問
い
合
わ
せ
〉

柳
田
陸
上
教
室
事
務
局 

　

中（
能
都
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
内
）

　
　
　
　
　

☎
62

－

８
５
０
０

ま
た
は
干
場
☎
76

－

０
６
３
３

町
野
耐
寒
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　
　
　
　
　
　
　
（
１
月
１
日
）

〈
小
学
生
女
子
２
㎞
〉

　

優
勝　

西
か
え
で
（
柳
田
小
４
年
）

　

２
位　

信
田
有
里
彩（
柳
田
小
５
年
）

〈
中
学
生
女
子
３
㎞
〉

　

優
勝　

信
田
紗
由
里（
柳
田
中
１
年
）

〈
中
学
生
男
子
５
㎞
〉

　

２
位　

境
谷
駿
一
（
柳
田
中
３
年
）
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◆
消
防
庁
長
官
表
彰

　

退
職
消
防
団
員
報
償

本
谷
正
治
（
元
能
都
町
消
防
団
・
団
長
）

井
上
美
代
次
（
元
内
浦
町
消
防
団
・
団
長
）

小
林
一
雄
（
元
能
都
町
消
防
団
・
副
団
長
）

梶
山　

博
（
元
内
浦
町
消
防
団
・
副
団
長
）

平　

紀
明
（
元
柳
田
村
消
防
団
・
副
団
長
）

田
中
時
孝
（
元
内
浦
町
消
防
団
・
副
団
長
）

赤
田
一
男
（
元
柳
田
村
消
防
団
・
副
団
長
）

南
下
久
雄
（
元
能
登
町
消
防
団
・
分
団
長
）

笠
原
光
雄
（
元
能
都
町
消
防
団
・
分
団
長
）

石
崎
芳
浩（
元
能
登
町
消
防
団
・
副
分
団
長
）

柳
瀬　

衛（
元
能
登
町
消
防
団
・
副
分
団
長
）

本
谷
龍
一（
元
能
都
町
消
防
団
・
副
分
団
長
）

上
高
義
雄
（
元
能
登
町
消
防
団
・
部
長
）

川
﨑
孝
裕
（
元
能
登
町
消
防
団
・
部
長
）

鳥
毛
喜
照
（
元
能
登
町
消
防
団
・
部
長
）

田
中
建
治
（
元
能
登
町
消
防
団
・
班
長
）

大
友
伸
雄
（
元
能
登
町
消
防
団
・
班
長
）

山
下
一
喜
（
元
内
浦
町
消
防
団
・
団
員
）

神
谷
和
唯
（
元
能
登
町
消
防
団
・
団
員
）

石
岡
二
郎
（
元
能
登
町
消
防
団
・
団
員
）

◆
石
川
県
知
事
表
彰

　

功
労
章

川
﨑
紘
靖
（
宇
出
津
第
１
分
団
・
分
団
長
）

東　

久
男
（
秋
吉
分
団
・
分
団
長
）

山
岸
哲
夫
（
消
防
司
令
補
）

田
中　

隆
（
消
防
司
令
補
）

　

永
年
勤
続
功
労
章

岡
野
弘
幸
（
神
野
分
団
・
部
長
）

新
谷
正
仁
（
小
木
分
団
・
班
長
）

川
原
文
治
（
小
間
生
分
団
・
班
長
）

石
谷
光
男
（
岩
井
戸
分
団
・
班
長
）

上
畠
茂
利
（
高
倉
分
団
・
班
長
）

岡
村
隆
行
（
高
倉
分
団
・
班
長
）

堂
野
和
章
（
神
野
分
団
・
団
員
）

高
平　

進
（
岩
井
戸
分
団
・
団
員
）

川
端　

淳
（
三
波
分
団
・
団
員
）

山
本
健
一
（
山
田
分
団
・
団
員
）

竹
中
克
彦
（
消
防
士
長
）

　

退
職
消
防
団
員
報
償

岩
﨑
貴
充
（
元
能
登
町
消
防
団
・
班
長
）

小
坂
浩
正
（
元
能
登
町
消
防
団
・
団
員
）

赤
坂
征
則
（
元
能
登
町
消
防
団
・
団
員
）

◆
能
登
町
長
表
彰

　

永
年
勤
続
功
労
章
表
彰

平　

康
治
（
上
町
分
団
・
班
長
）

上
井
久
男
（
小
間
生
分
団
・
班
長
）

加
原
武
志
（
松
波
分
団
・
班
長
）

坂
森
良
伸
（
白
丸
分
団
・
班
長
）

畑
中
信
幸
（
三
波
分
団
・
団
員
）

元　

正
昭
（
鵜
川
分
団
・
団
員
）

吉
中
伸
一
（
山
田
分
団
・
団
員
）

石
田
重
義
（
山
田
分
団
・
団
員
）

上
野　

昇
（
上
町
分
団
・
団
員
）

井
田
茂
次
（
三
波
分
団
・
団
員
）

国
重
栄
治
（
柳
田
分
団
・
団
員
）

　

優
良
団
員
表
彰

藪　

幸
浩
（
白
丸
分
団
・
班
長
）

下
野
英
一
（
上
町
分
団
・
団
員
）

林　
　

誠
（
小
木
分
団
・
団
員
）

豊
若
幸
介
（
白
丸
分
団
・
団
員
）

藤
村
真
行
（
柳
田
分
団
・
団
員
）

道
下
康
弘
（
上
町
分
団
・
団
員
）

中
山
洋
輝
（
上
町
分
団
・
団
員
）

脇
田　

剛
（
小
間
生
分
団
・
団
員
）

山
口
竜
次
郎
（
秋
吉
分
団
・
団
員
）

橋
本　

章
（
不
動
寺
分
団
・
団
員
）

山
本
祐
圓
（
不
動
寺
分
団
・
団
員
）

水
上　

崇
（
宇
出
津
第
２
分
団
・
団
員
）

町
端
健
一
郎
（
宇
出
津
第
２
分
団
・
団
員
）

堂
前
利
昭
（
小
間
生
分
団
・
団
員
）

松
島
徳
造
（
小
間
生
分
団
・
団
員
）

　

退
職
団
員
感
謝
状

南
下
久
雄
（
元
能
登
町
消
防
団
・
分
団
長
）

上
高
義
雄
（
元
能
登
町
消
防
団
・
部
長
）

　

消
防
団
員
雇
用
事
業
所
感
謝
状

㈲
林
鉄
工
所
・
㈲
新
村
商
会

㈲
カ
ネ
イ
シ
・
㈲
向
峠
重
機

㈲
モ
ア
グ
リ
ー
ン
・
隅
屋
建
設
㈱

㈱
ソ
テ
ッ
ク
・
㈳
清
祥
会
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
こ
す
も
す

　

消
防
団
員
配
偶
者
感
謝
状

山
本
節
子
（
消
防
団
本
部
・
団
長
）

清
坐
キ
ク
江
（
消
防
団
本
部
・
副
団
長
）

井
上
澄
子
（
柳
田
分
団
・
分
団
長
）

山
岸
み
よ
（
白
丸
分
団
・
分
団
長
）

川
﨑
洋
子
（
宇
出
津
第
１
分
団
・
分
団
長
）

橋
本
洋
子
（
上
町
分
団
・
分
団
長
）

藤
谷
み
ゆ
き
（
鵜
川
分
団
・
分
団
長
）

向
峠
葉
子
（
岩
井
戸
分
団
・
分
団
長
）

出
村
す
み
子
（
山
田
分
団
・
分
団
長
）

笹
野
静
子
（
宇
出
津
第
２
分
団
・
分
団
長
）

◆
消
防
団
長
表
彰

　

精
勤
章

今
井
和
人
（
高
倉
分
団
・
団
員
）

本
谷
昌
寛
（
高
倉
分
団
・
団
員
）

畠
中　

弘
（
山
田
分
団
・
団
員
）

山
岸
貴
志
（
山
田
分
団
・
団
員
）

団
子
石
和
雄
（
松
波
分
団
・
団
員
）

滝
田
健
太
郎
（
宇
出
津
第
１
分
団
・
団
員
）

山
本
満
三
（
山
田
分
団
・
団
員
）

影
田
伸
幸
（
岩
井
戸
分
団
・
団
員
）

西　

元
昭
（
宇
出
津
第
２
分
団
・
団
員
）

　平成 18 年能登町消防団出初式が 1月 7 日に能都体
育館で行われ、消防団員 317 人が防火・防災の決意を
新たにしました。新入団員の紹介や表彰などが行われ
た式典終了後、能都庁舎前に集まり、ポンプ車 16 台と
小型動力ポンプ付積載車 1台による一斉放水が披露さ
れました。

Le
t's
 En
joy
 Sp
or
ts

PLAY
スポーツ

＆
結果

〈
一
般
女
子
５
㎞
〉

　

優
勝　

奥
野
望
美
（
飯
田
高
１
年
）

〈
一
般
男
子
５
㎞
〉

　

優
勝　

石
切
大
樹
（
飯
田
高
２
年
）

　

２
位　

源　

直
樹
（
珠
洲
実
１
年
）

石
川
県
中
学
選
抜

イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
　
　
　
　
（
１
月
７
日
）

〈
男
子
団
体
の
部
〉

　

優
勝　

鵜
川
中
学
校

〈
女
子
団
体
の
部
〉

　

優
勝　

能
都
中
学
校

第
３
回
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ

（
１
月
７
日
）

　

優
勝　

小
木
中
学
校
女
子

　
　
　
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
１
回
能
登
町
少
年
柔
道
大
会

（
１
月
15
日
）

能
都
支
部
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

〈
個
人
戦
〉

　

１
年
の
部　

優
勝　

尾
形
結
熙

　

２
年
の
部　

優
勝　

山
本
達
也

　

３
年
の
部　

優
勝　
山
本
竜
之
介

　

４
年
の
部　

優
勝　

田
中
和
成

　

５
年
の
部　

優
勝　

丸
山
和
樹

　

６
年
の
部　

優
勝　

東
出
純
弥

〈
団
体
戦
〉

　

優
勝　

Ａ
チ
ー
ム（
尾
形
結
熙
、

　
　
　
　

山
本
竜
之
介
、亀
田
翔
、

　
　
　
　

東
手
翔
太
、鵜
川
佳
祐
）

　
　
　
　
　

レ
ビ
や
新
聞

　
　
　
　

な
ど
で
よ
く

　
　
　
　

耳
に
す
る
よ
う
に
な

　
　
　
　

っ
た
「
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
」
と
い
う
の
は
、
ど
ん

な
放
送
か
ご
存
じ
で
す
か
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
正

式
に
は
「
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
放
送
」
の
こ
と
で
、
地
上

波
の
Ｕ
Ｈ
Ｆ
帯
を
使
用
し
て
新

し
く
開
始
さ
れ
た
放
送
で
す
。

高
画
質
、
高
音
質
に
加
え
、
双

テ

地上波テレビ放送局 親局 七尾中継局

  石川テレビ 2006 年７月 2006 年中

  テレビ金沢 2006 年７月 2006 年中

  北陸朝日放送 2006 年 10 月 2006 年中

  北陸放送 2006 年７月 2006 年中

  ＮＨＫ金沢放送局 2006 年７月 2006 年中

石川県内の地上デジタル放送の開始時期

方
向
番
組
や
デ
ー
タ
放
送
な
ど

が
魅
力
で
す
。
今
年
７
月
か
ら

は
石
川
県
内
の
テ
レ
ビ
局
が
、

金
沢
の
送
信
所
な
ど
か
ら
放
送

を
順
次
開
始
す
る
こ
と
が
決
ま

っ
て
い
ま
す
。（
有
線
テ
レ
ビ

は
七
尾
中
継
局
の
電
波
を
受
信

し
て
い
ま
す
。）

　

い
ま
ま
で
の
テ
レ
ビ
放
送

は
ア
ナ
ロ
グ
放
送
と
い
い
、

２
０
１
１
年
７
月
23
日
で
終
了

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信

に
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
必

要
で
す
が
、
有
線
テ
レ
ビ
に
加

入
し
て
い
て
、
自
宅
の
テ
レ
ビ

が
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
」
に

な
っ
て
い
れ
ば
、
自
分
で
Ｕ
Ｈ

Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を
あ
げ
な
く
て
も

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

で
は
、
ど
ん
な
テ
レ
ビ
を

選
べ
ば
い
い
の
か
？  

次
回
は
、

「
こ
れ
か
ら
の
テ
レ
ビ
の
選
び

方
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。 編

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
っ
て
な
に
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
っ
て
な
に
？

地デジでどうなる
有線テレビ①



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
田
分
署
☎
76

－

０
０
８
５

  

能
登
消
防
署
☎
62

－

０
４
９
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
浦
分
署
☎
72

－

０
２
８
２

　
　
　
　
　
　

能
登
防
犯
協
会 

 

能
登
警
察
署　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

☎
62

－

１
３
３
４

　
　
　
　
　
　

能
登
交
通
安
全
協
会

安 心 安 全 ま ち づ く り

平成 17年 12 月 16 日～平成 18 年 1月 15 日
件　　　名 場所 落札額（円） 落札業者 件　　　名 場所 落札額（円） 落札業者

【学校教育課：1件】 【水道課：8件】

町立能都中学校災害復旧工事 藤波 22,800,000 ㈱鼎建設 武連配水池築造工事 武連 27,500,000 森松工業㈱

【下水道課：12 件】 内浦浄水場急速ろ過池修繕工事 行延 43,500,000 荏原商事㈱金沢支店

下水道事業（宇出津処理区）管渠布設工事その２（漆原地内） 宇出津 16,600,000 鈴平建設㈱ 内浦浄水場計装設備（薬注）更新工事 行延 6,700,000 荏原商事㈱金沢支店

下水道事業（宇出津処理区）管渠布設工事その 8（宇出津新港地内） 宇出津新港 18,800,000 ㈲ｹｲ･ｴﾑ･ﾃｨ 内浦浄水場内装等改修工事 行延 5,810,000 表工務店

下水道事業（宇出津処理区）管渠布設工事その 9（間島地内） 藤波 18,500,000 ㈱鼎建設 柳田地区簡易水道再編推進事業配水管布設工事 2工区 柳田 6,100,000 ㈲吉田土建

下水道事業（宇出津処理区）管渠布設工事その 10（間島地内） 藤波 18,700,000 藤田建設運送㈲ 石綿ｾﾒﾝﾄ管更新事業配水管布設替工事その3 七見 10,650,000 ㈱三宅配管

（宇出津処理区）中継ポンプ場設置工事その 1（大棚木地内） 宇出津 13,160,000 （資）永野電機商会 下水道工事（間島地内）に伴う配水管布設替工事 藤波 9,800,000 ㈲水上設備

（宇出津処理区）中継ポンプ場設置工事その 2（間島地内） 藤波 10,800,000 丸和電業㈱ 下水道事業に伴う配水管布設工事その 4 小木 9,400,000 ㈲新村商会

下水道事業（小木処理区）管渠築造工事その 5 小木 23,000,000 興信工業㈱ 【水産・都市整備室：3件】

赤崎地区漁業集落環境整備事業管路工事 布浦 1,140,000 宝成工建㈱ 宇出津 85 号線外舗装工事 宇出津 12,400,000 ㈱ｿﾃｯｸ

下水道事業（松波・恋路処理区）管渠詳細設計業務 松波・恋路 10,200,000 ㈱中央設計技術研究所 宇出津 85 号線外整備工事 宇出津 17,870,000 札木建設

下水道事業（小木処理区）管渠築造工事その 6 小木 21,500,000 ㈱西中建設 宇出津 81 号線整備工事 宇出津 14,000,000 藤田建設運送㈲

浄化槽市町村整備推進工事その 8 白丸 898,000 ㈲住宅修理ｾﾝﾀｰ 【農林課：30 件】

農業集落排水事業瑞穂地区舗装本復旧工事（その 2） 瑞穂 21,700,000 丸建道路㈱ 農地災害復旧工事 藤ノ瀬 730,000 ㈲宮田組

【建設課：25 件】 農地災害復旧工事 藤ノ瀬 1,470,000 ㈲宮田組

寺田川河川災害復旧工事 矢波 1,230,000 ㈲釣谷組 農地災害復旧工事 瑞穂 590,000 ㈲釣谷組

寺田川河川災害復旧工事 爼倉 3,340,000 ㈲松木産業 農地災害復旧工事 瑞穂 380,000 前田建設

桑谷川河川災害復旧工事 本木 1,660,000 ㈲能都左官 農地災害復旧工事 当目 450,000 ㈲寺谷組

本木川河川災害復旧工事 本木 2,180,000 ㈲釣谷組 農地災害復旧工事 当目 550,000 ㈲寺谷組

山田川河川災害復旧工事 宮地 5,970,000 ㈲松木産業 農地災害復旧工事 五十里 450,000 ㈲飯田組

山田川河川災害復旧工事 宮地 7,250,000 須美矢建設㈱ 農地災害復旧工事 五十里 1,500,000 ㈲飯田組

山田川河川災害復旧工事 鮭尾 1,670,000 ㈲釣谷組 農地災害復旧工事 合鹿 460,000 ㈲横地建設

河内川河川災害復旧工事 北河内 2,930,000 細畑建設 農地災害復旧工事 合鹿 560,000 ㈲堂坂建設

西谷川河川災害復旧工事 十郎原 3,850,000 ㈲共栄建設 農地災害復旧工事 石井 1,760,000 ㈲総合建設

合鹿川河川災害復旧工事 上町 2,100,000 ㈲堂坂建設 農地災害復旧工事 滝之坊 1,260,000 宝成工建㈱

尾の崎川河川災害復旧工事 恋路 900,000 ㈲和光建設 農道災害復旧工事 福光 9,000,000 ㈱西中建設

山崎川河川災害復旧工事 時長 3,750,000 ㈱橋本建設 農地・排水路災害復旧工事 国重 530,000 椿原工業

免谷川河川災害復旧工事 黒川 5,120,000 ㈲宮口建設 農地災害復旧工事 宇出津山分 850,000 ㈲木村建設

蓮花坊川河川災害復旧工事 当目 9,450,000 ㈲渡瀬建設 農地災害復旧工事 鶴町 480,000 ㈲宮田組

笹川宇出津 1号線道路災害復旧工事 笹川 1,500,000 四辻管工業㈱ 農地災害復旧工事 曽又 1,070,000 ㈲宮田組

北河内 8号線道路災害復旧工事 北河内 4,300,000 ㈲飯田組 農地災害復旧工事 猪平 400,000 前田建設

当目 1号線道路改良工事 大箱 8,240,000 寺西建設㈱ 農地・排水路災害復旧工事 猪平 660,000 前田建設

当目 7号線道路改良工事 当目 7,600,000 ㈲渡瀬建設 農地災害復旧工事 猪平 1,445,000 前田建設

能登消防防災施設整備事業工事 宮犬 14,400,000 ㈱西中建設 農地災害復旧工事 本木 485,000 ㈲能都左官

藤ノ瀬 1号線用地測量業務委託 藤ノ瀬 9,000,000 ㈲武田測量設計事務所 用水路災害復旧工事 本木 2,100,000 ㈲釣谷組

急傾斜地崩壊対策事業田町工事 宇出津 4,480,000 ㈱ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟ開発 農地災害復旧工事 本木 1,420,000 ㈲釣谷組

町道 21 号線道路整備舗装工事（2工区） 松波 15,800,000 北川ﾋｭｰﾃｯｸ㈱ 用水路災害復旧工事 本木 4,650,000 ㈲森忠建設

転坂橋橋梁上部工事 時長 17,500,000 ㈱ﾋﾟｰ･ｴｽ三菱北陸支店 農地災害復旧工事 当目 680,000 ㈲寺谷組

五郎左エ門分 6号線道路改良工事 五郎左エ門分 7,050,000 ㈲共栄建設 用水路災害復旧工事 当目 1,180,000 ㈲寺谷組

新保 1号線道路改良工事その 2 新保 3,130,000 ㈲新出建設 農道災害復旧工事 当目 2,200,000 ㈲寺谷組

【商工観光課：1件】 農地災害復旧工事 当目 530,000 ㈲寺谷組

赤崎公衆便所整備工事 布浦 3,350,000 ㈲加原工務店 農地災害復旧工事 黒川 980,000 ㈲向峠重機

【消防：1件】 農地災害復旧工事 黒川 770,000 ㈲向峠重機

能登町消防団消防用ﾎｰｽ 能都・内浦地区消防団 2,178,000 ㈱本田商会 ※入札結果の件名は一部省略してあります
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し
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新型ポンプ車を前に、配備までの経過報告
を行う出島健二内浦分署長

毎分 2,600 リットルの放水能力を披露

12 月から降り始めた雪がたくさん
積もっています。まだまだ雪や雨
の日が多くなる可能性があるので、
雪崩に注意してください。除雪作
業や屋根の雪下ろしなどをすると
きは、ご近所同士で協力して、十
分気をつけて行いま
しょう。

この運動は、高齢運転者が高齢者マークを付け、早めのライト点
灯などにより高齢運転者であることを示し、他の手本となる自覚
を促すものです。

〈期間〉平成 18年１月１日から 12月 31 日まで

「わっはは」とは？
わが身を守るシートベルトの着用
つけて安心　高齢者マーク
はやめのライトで安全運転
はくぼ（薄暮：夕暮れ）から夜間の
　 運転　気をつけて

※高齢者マークは「ゆっくり走ります」と他
の世代に意思表示し「慌てず気をつけてくだ
さい」との思いやり運転を促すものです。



３～４カ月児健診・BCG予防接種
〈日　時〉　2 月 16 日㈭ 13:10 ～ 13:30 受付
〈場　所〉　能都庁舎
〈対象児〉　平成 17 年 9月 21 日～ 10 月 31 日生まれ
〈持ち物〉　母子健康手帳、健診おたずね票、
　　　　　バスタオル、ＢＣＧ予診票、おむつなど

６～７カ月児健診・離乳食教室
〈日　時〉　2 月 15 日㈬ 13:10 ～ 13:30 受付
〈場　所〉　まつなみキッズセンター
〈対象児〉　平成 17 年 7月～ 9月生まれ
〈持ち物〉　母子健康手帳、健診おたずね票、
　　　　　大人用エプロン、離乳食用スプーン、
　　　　　バスタオル、おむつなど

１歳６カ月児健診
■能都地区
〈日　時〉　2 月 2 日㈭ 13:10 ～ 13:30 受付
〈場　所〉　能都庁舎
〈対象児〉　平成 16 年 6月～ 8月生まれの能都地区の
　　　　　お子さん
〈持ち物〉　母子健康手帳、健診おたずね票

　　

■小児科から
　　「予防接種について」のお知らせ
　❶三種混合ワクチン（予約不要）
　❷おたふくワクチン、水痘ワクチン（予約必要）
　❸麻しんワクチン、風しんワクチン
　　　（２～３月は予約が必要）
　※４月から麻しん、風しんは混合ワクチンとな　
　　ります。
　※問診表と母子健康手帳を必ず持参してください。

　  
〈予防接種受付時間〉
　月・火・水曜日　10:00 ～ 11:30、14:00 ～ 15:30
　　　　　木曜日　10:00 ～ 11:30
　詳しくは小児科外来にお問い合わせください。

■小児科専門外来　
　〈循 環 器〉 7 日（火）14:00 ～ 16:00　
　〈小児神経〉 28 日（火）14:00 ～ 16:00

■内浦地区
〈日　時〉　2 月 9 日㈭ 13:10 ～ 13:30 受付
〈場　所〉　まつなみキッズセンター
〈対象児〉　平成 16 年 6月～ 8月生まれの内浦地区の
　　　　　お子さん
〈持ち物〉　母子健康手帳、健診おたずね票

「２歳児のすくすく教室」
～おいしい・たのしい♪幼児食～

　
　みんなで一緒に、栄養満点の幼児食を作りませんか？
おいしく野菜を食べる工夫がいっぱいです。

〈日　時〉２月 28 日㈫ 10:00 ～ 13:00（受付 9:30 ～）
〈場　所〉こどもみらいセンター
〈対　象〉平成 15 年 10 月～平成 16 年３月生まれのお
　　　　   子さんとその保護者（保護者のみの参加も可）
〈持ち物〉母子健康手帳、大人用エプロン、子ども用ス
　　　　  プーン、タオル、子ども用歯ブラシ、お茶など
〈参加申込〉２月 23 日㈭までに健康福祉課へお申し込
　　　　　みください（先着 15 人）

献血のお知らせ

■２月 23 日㈭内浦庁舎　12:30 ～ 16:30
■２月 24 日㈮小木支所　9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00
※みなさんのご協力をお願いします。

健康福祉課
☎ 72-2503

宇出津総合病院だより（☎ 62-1311）
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の
ボ
ー
ス　

                      

中
島 

岳
志

・
陽
が
開
く
と
き　

                             

東 

秀
紀

・
お
母
さ
ん
へ
贈
る
10
の
花
束　

       

川
島 

妙
延

・
何
の
た
め
に
生
き
る
の
か　

          

五
木 

寛
之

・
逆
転
の
発
想　

                             

牛
尾 

日
秀

・
家
族
が
幸
せ
に
な
る
処
方
せ
ん　

   

牛
尾 

日
秀

・
ち
か
い
家
族
と
お
い
家
族              

今
西 

乃
子

・
楽
し
い
気
象
観
察
図
鑑　

              

武
田 

康
男

・ 

新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド 

第
5
巻   

   

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ほ
か
多
数

★
お
は
な
し
会　

　

2
月
15
日
㈬
午
後
2
時
30
分
〜

★
お
話
会
学
習
会

　

2
月
15
日
㈬
午
後
7
時
30
分
〜

　

2
月
19
日
㈰
午
後
１
時

★
読
書
会

　

2
月
8
日
㈬
午
後
1
時
30
分
〜

★
開
館
時
間

　

水
〜
日
曜
日　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

★
休
館
日　

月
曜
日
、
火
曜
日
、
月
末
（
図
書

　

整
理
日
）、
祝
日

※
年
齢
に
あ
っ
た
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
図
書
館
ま
で
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肥満症、高血圧、糖尿病、高脂血症などの生活
習慣病。一つ一つは軽度であっても、複数が

重なると心筋梗塞や脳卒中などのリスクは急激に
増大します。これらの病気は肥満、特に内臓に脂
肪が蓄積した肥満が原因であるとされています。
　この内臓脂肪によりさまざまな病気が引き起こ
される状態を「メタボリックシンドローム」とい
います。診断基準の必須項目はウエスト。男性で
85 ㎝以上、女性で 90 ㎝以上は要注意です。
　内臓脂肪は皮下脂肪と違い、たまりやすく減り
やすい性質です。食事制限や運動を心掛ければ簡
単に減らすことができるのです。

　少しきつめの運動と適切な食生活で、内臓脂肪
を減らすようこころがけましょう。

あなたは、こんな生活していませんか？
●食事は満腹まで食べる
●間食をよくする
●緑黄色野菜をあまり食べない
●アイスクリームやスナック菓子が好き
●運動の習慣がない
●お酒をよく飲む
●タバコを吸う

子どもを誘拐から守
る防犯しかけ絵本



  

出
生
児　

  

両
親
の
名
前　

   

住
所

    　

  

氏
名　

          

本
籍        

住
所

    

氏
名　

             

年
齢  　

    

住
所 

男

女

世帯数（戸）

人口（人） 23,385

11,019

12,366

8,166

（－ 33）

（－ 14）

（－ 19）

（－ 02）

こ せ き

の ま ど

12/16 ～ 1/15

先月との比較

※個人情報保護のため、本人またはご家族の希望があったものを掲載しています

柿
平
冬ふ
ゆ
め芽　

哲
夫
・
さ
や
か　

上　

町

久
田
康こ
う
す
け介　

貴
之
・
貴
子　

宇
出
津

田
中　

雫
し
ず
く　

和
也
・
久
美　

白
山
市

佐
々
木
翔し
ょ
う
ま真　

竜
彦
・
ち
ず
る　

七　

見

髙
橋
勇ゆ
う
と虎　

克
巳
・
幸
代　

上　

町

金
田
瑞み
ず
き希　
健
太
郎
・
友
子　

長
崎
県

石
元
愛ま
な
み美　

久
仁
彦
・
結
香　

中　

斉

一
井
未み

く来　

信
雄
・
幸
子　

上　

町

谷
内　

暁
あ
き
ら　

充　

・
照
世　

当　

目

大
脊
戸
裕ゆ
う
だ
い大　

利
裕
・
ま
り
子　

鵜　

川

澤
井
詩し
づ
き月　

竜
児
・
留
美　
　

姫

新
出
達
也　
　

五
十
里

越
村
明
子　
　

金
沢
市

高
木
友
和　
　
中
能
登
町

田
中
亜
希
子　

松　

波

伊
藤
慎
介　
　

三
重
県

道
下
幸
枝　
　

秋　

吉

宮
腰
和
忠　
　

富
山
県

大
門
早
苗　
　

瑞　

穂

北
根
健
太
郎　

鳥
取
県

長
田
克
子　
　

清　

真

神
谷
修
一
郎　

愛
知
県

末
次
美
樹　
　
　

姫

益
田
一
盛　
　

鵜　

川

寺
林
博
子　
　

富
山
県

大
内
田　

伝　

福
岡
県

中
田
有
香　
　

松　

波

西
川
大
樹　
　
か
ほ
く
市

坂
下
英
里　
　

矢　

波

板
谷
龍
一　
　

小　

木

嶋　

千
香
子　

布　

浦

（（（（（（（（（（

五
十
里

金
沢
市

愛
知
県

野
々
市
町

東
京
都

三
重
県

新
潟
県

三
重
県

津
幡
町

小　

木

浜
中
希
久
子
さ
ん
（
宇
出
津
）
５
万
円

坂
下
雅
徳
さ
ん
（
越　

坂
）
10
万
円

西
藤
義
弘
さ
ん
（
恋　

路
）
10
万
円

清
水
音
雄
さ
ん
（
柿　

生
）
10
万
円

二
又
淳
行
さ
ん
（
笹　

川
）
10
万
円

新
出　

隆
さ
ん
（
五
十
里
）
10
万
円

村
中
一
美
さ
ん
（
金
沢
市
）
10
万
円

小
櫻　

滋
さ
ん
（
真　

脇
）
10
万
円

酒
元
重
昭
さ
ん
（
宮　

地
）
20
万
円

山
本
不
二
哉
さ
ん
（
柏　

木
）
10
万
円

宇
出
津
ブ
ラ
ス
バ
ン
ズ　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
６
１
１
円

以
上
、
能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

内
浦
健
康
ク
ラ
ブ　
　
　
　

１
万
円

以
上
、「
海
外
た
す
け
あ
い
」
義
援

金
と
し
て
日
赤
石
川
県
支
部
へ

日
吉
山
ふ
よ　
　

87
歳　
　

松　

波

坂
下　

正　
　
　

64
歳　
　

白　

丸

前
田
光
雄　
　
　

50
歳　
　

宇
出
津

下
畠
み
つ　
　
　

77
歳　
　

瑞　

穂

田
中
正
平　
　
　

81
歳　
　

立　

壁

山
﨑
梅
子　
　
　

86
歳　
　

本　

木

田
代
一
成　
　
　

49
歳　
　

藤　

波

中
山
正
行　
　
　

79
歳　
　

上　

町

池
端
豊
藏　
　
　

72
歳　
　

崎　

山

井
上
さ
つ
き　
　

82
歳　
　

上　

町

藪
下
歳
夫　
　
　

86
歳　
　

七　

見

橋
谷
直
治　
　
　

69
歳　
　
　

姫

飛
家
清
松　
　
　

82
歳　
　

秋　

吉

平　

み
さ　
　
　

86
歳　
　

合　

鹿

加
門
か
ず
ゑ　
　

90
歳　
　

宇
出
津

鶴
野
君
子　
　
　

96
歳　
　

宇
出
津

⻆
谷
き
み　
　
　

82
歳　
　

小　

木

又
多　

齊　
　
　

63
歳　
　

布　

浦

立
壁　

忠　
　
　

70
歳　
　

宇
出
津

滝
元
フ
サ　
　
　

91
歳　
　

中　

斉

浦　

福
松　
　
　

93
歳　
　

宇
出
津

寺
下
理
𠮷　
　
　

76
歳　
　

宇
出
津

大
平
冬
子　
　
　

80
歳　
　

久　

田

坂　

は
つ
ゑ　
　

84
歳　
　

上　

町

坂
下
敏
昭　
　
　

63
歳　
　

越　

坂

二
又
す
い　
　
　

84
歳　
　

笹　

川

寺
下
春
子　
　
　

74
歳　
　

崎　

山

宮
田
志
げ　
　
　

77
歳　
　

当　

目

玉
川
ゆ
か
り　
　

37
歳　
　

新　

保

西
藤
義
雄　
　
　

93
歳　
　

恋　

路

新
出
初
枝　
　
　

83
歳　
　

五
十
里

中
林
は
な
子　
　

80
歳　
　

天　

坂

井
元
増
太
郎　
　

74
歳　
　

藤
ノ
瀬

山
口
は
る　
　
　

90
歳　
　

笹　

川

喜
多
カ
ツ
ヱ　
　

80
歳　
　

波　

並

赤
山
よ
り　
　
　

78
歳　
　

布　

浦

小
櫻
源
太
郎　
　

101
歳　
　

真　

脇

村
中
邦
子　
　
　

53
歳　
　

当　

目

稲
垣
能
造　
　
　

66
歳　
　

真　

脇

山
本
豊
雄　
　
　

95
歳　
　

柏　

木

勘
平
俊
子　
　
　

37
歳　
　

鈴
ヶ
嶺

坂
元
清
志　
　
　

73
歳　
　

鈴
ヶ
嶺
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１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28

特集番組！　

３
日
㈮
・
４
日
㈯

★
年
金
受
給
者
の
た
め
の
確
定
申
告
書
の
書
き
方

　

平
成
17
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
公
的
年
金
等
に
係
る
所

得
の
計
算
方
法
な
ど
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
番
組
を
見

て
、
所
得
税
確
定
申
告
書
の
書
き
方
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

申
告
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に
！

10
日
㈮
・
11
日
㈯

★
湯
っ
く
り
湯
っ
た
り
温
泉
三
昧
〜
能
登
町
温
泉
め
ぐ
り
〜

　

寒
い
こ
の
季
節
は
、
お
風
呂
が
い
い
で
す
ね
。
そ
し
て
た

ま
に
は
大
き
な
浴
槽
に
入
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
く
な
り
ま

す
よ
ね
。
そ
ん
な
と
き
は
こ
の
番
組
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　

広
報
紙
連
携
企
画
、
わ
が
町
の
誇
る
４
つ
の
温
泉
を
一
挙

に
紹
介
し
ま
す
！
地
元
の
温
泉
に
つ
か
っ
て
身
も
心
も
温
め

ま
し
ょ
う
。

17
日
㈮
・
18
日
㈯

★
あ
な
た
は
大
丈
夫
？
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　

内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が
引
き
起

こ
さ
れ
や
す
く
な
っ
た
状
態
を
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

が
な
ぜ
起
こ
る
の
か
、
ど
う
し
て
危
険
な
の
か
、
改
善
す
る

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
す
。
必
見
で
す
！

24
日
㈮
・
25
日
㈯

★
春
に
な
っ
た
ら
１
年
生
①
〜
し
ら
さ
ぎ
保
育
所
・
内
浦
保
育
所
〜

　

も
う
す
ぐ
ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
に
な
る
町
の
子
ど
も
た
ち

を
４
回
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。
保
育
所
・
保
育
園
の
年
長

組
さ
ん
に
、
カ
メ
ラ
の
前
で
小
学
校
に
入
っ
て
か
ら
の
目
標

な
ど
を
元
気
に
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
！

　

ま
ず
第
１
弾
は
、
し
ら
さ
ぎ
・
内
浦
保
育
所
の
よ
い
子
た

ち
で
す
。（
そ
の
②
③
④
は
、
３
月
に
放
送
し
ま
す
。）

★その他の番組：6:00～ ラジオ体操、7:30～ まちむらNOW（金土日は休）、8:00～ 農政番組（土日は休）、9:00～ のびのびかんたんみんなで体操、
　 9:30～ 里からの便り（金土日は休）、12:00～ ＪＡ番組（土日は休）、15:00～ のびのびかんたんみんなで体操、18:00～ 園芸番組（木金土日は休）
★「のとほっとらいん」はインターネットでも同時配信しています。能登町ホームページからご覧ください。
★番組と番組の間の時間には文字放送「テレビかわら版」でさまざまな情報をお伝えしています。

★年金受給者のための
　　　　確定申告書の書き方

■ニッポンNavi
「特区でつくる地域の元気」

きらきら・とくトク放送時間
16:00 ～　18:30 のほっとらいん終了後
20:00 ～　21:30 のほっとらいん終了後

日
曜
リ
ク
エ
ス
ト
放送時間
 8:00
 10:00
 12:00
 16:00
 18:30
 20:00
 21:30

平成 18年 1月 1日現在

広報「のと」11 月号が石川県広
報コンクールで最優秀賞を受賞
しました。
県内の市町が平成 17 年に発行し
た広報紙などを審査する石川県
広報コンクールの入賞作品が１
月 19 日に発表され、広報紙部門・
町の部で「猿鬼伝説」を特集し
た広報「のと」11 月号が最優秀
賞を受賞しました。
　また、写真部門では、一枚写
真の部で「あばれ神輿」の 8 月
号表紙が入選、組み写真の部で
消防団訓練大会を掲載した 8 月
号 11 ページが特選に選ばれまし
た。さらに映像部門では、有線
テレビが制作した「徹底検証こ
れが悪質商法だ！～おひとよし
こさんの悲劇～」が特選を受賞
しました。
　この受賞は広報係、有線係だ
けではなく能登町全体としての
受賞だと思っています。それだ
け能登町が魅力的な町だという
ことの証明です。これからも能
登町の魅力をみなさんにお伝え
できるよう努力していきます。
　日ごろから取材などに快くご
協力いただきありがとうござい
ます。今後とも広報「のと」と
有線テレビ「ｅのとネットＴＶ」
をよろしくお願いします。　
　　　　　　　　　　　　　＆

★湯っくり湯ったり温泉三昧
～能登町温泉めぐり～

★あなたは大丈夫？
　メタボリックシンドローム

★春になったら１年生①
　～しらさぎ保育所・内浦保育所～

■野村の自由学校
「ヒマラヤに花を追う」

■匠の息吹を伝える
「ビームテクノロジーを支える」

■ THE MAKING
「ジーンズが出来るまで」

 ｅのとネットＴＶ   　２月の番組案内

■とくトクたいむ（提供番組）　　　　　★きらきらチャンネル（自主制作番組）　

町のホットな情報！

   のとほっとらいん
放
送
時
間

月～金 翌日
 　 初回 18:30 ～ 6:35 ～
 　 20:00 の番組後 11:00 ～
 　 21:30 ～ 12:30 ～
・水・木は 18:30 から 22:00 まで 30 分おきに放送
・土曜日、祝祭日は前日分を再放送

月・火は 金・土は
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